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令 和 ８ 年 ７ 月 １ 日 
産業・人権環境常任委員会資料 
産業観光部観光振興課 



 

令和７年度 事業報告書 

令和８年４月１５日 

施設名 お茶と宇治のまち歴史公園 

団体名 株式会社宇治まちづくり創生ネットワーク 

代表者名 代表取締役 林 隆志 

指定管理期間 令和３年８月２１日から令和１８年１１月３０日（１５年間） 

 
（１）業務実施状況報告（令和７年度） 

 

【管理運営に関する基本方針と結果について】 

本年度は、宇治の歴史資源である太閤堤跡や宇治茶文化の魅力発信を基本方針とし、体験事

業・ミュージアム・物販を連動させた施設運営を行った。 

体験事業においては、抹茶づくり体験を中心に多くの利用があり、インバウンドを含む幅広い

来訪者への対応を行った。また、体験事業とミュージアム見学、物販利用を組み合わせること

で、施設全体の利用促進に取り組んだ。 

大河ドラマ展の終了により、来園者数については前年を下回る結果となったものの、ミュージ

アム入館者数および体験参加者数は増加した。 

また、環境衛生や周辺住民に配慮した維持管理を行い、作業時間帯や作業方法を工夫すること

で、快適な利用環境の確保に努めた。 

【施設の平等利用の考え方と実施した対策について】 

本施設は公共施設として、年齢・性別・国籍・障がいの有無等にかかわらず、すべての利用者

が公平に利用できる環境の確保を基本方針として運営を行った。 

利用機会の平等確保に向けては、体験事業や施設利用において、事前予約と当日受付を併用す

ることで、計画的な利用と突発的な来訪の双方に対応した。また、外国人利用者の増加に伴い、

英語による案内や体験対応を実施するなど、多様な来訪者が支障なく利用できる体制を整備し

た。また、令和７年度よりミライロＩＤ（デジタル障がい者手帳）への対応を開始し、障がい者

手帳アプリ利用者への対応環境を整備した。 

館内案内や接客においては、すべての利用者に対して同一水準のサービス提供を徹底し、「お

もてなし」研修や接遇研修を定期的に実施することで、安心して利用できる環境づくりに努め

た。 

【利用拡大の取組結果について】 

体験事業を中心とした集客強化および情報発信の充実により、施設利用の拡大に取り組んだ。 

体験事業においては、抹茶づくり体験をはじめとした各種プログラムを年間を通じて実施し

た。特にインバウンド利用者を中心に多くの参加があり、ＯＴＡ（オンライン旅行代理店）を活
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用した事前予約により、安定した利用につながった。 

また、体験事業とミュージアム見学を組み合わせた事業の促進や、体験後のミュージアムショ

ップ利用促進に取り組み、ミュージアム入館者数およびショップ利用者数の増加につながった。 

広報面では、ＳＮＳ（Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Ｘ等）による情報発信を継続するとともに、体験

参加者による投稿や口コミの促進を行った。また、旅行代理店への営業活動や観光関連団体との

連携を行い、利用促進に取り組んだ。 

さらに、大阪・関西万博関連事業への出展等を通じて、宇治および本施設のＰＲを実施した。 

【利用料金収入の結果について】 
 

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ミュージアム ２，８１０ ４，９１２ ８，７８９ ２３，０６８ ２９，５８４ 

駐車場 ２，６２２ ５，６６３ ５，８５５ １１，８７９ ７，８５９ 

会議室 １，１１８ ２，２０８ ４，８２７ １８，３７３ ２，１８６ 

体験室 ８３ ４６６ ５１４ ３４２ １４０ 

広場 １００ １，３２６ ３７４ ５３７ ４３２ 

【自主事業に関する取組結果について】 

主な自主事業として、「茶づなｄｅマルシェ」を継続的に開催し、地域事業者と連携したイベ

ント運営を実施した。年間を通じて定期開催を行い、地域住民や観光客の来場につなげた。夏季

には夜間開催による夏祭り企画として、縁日や盆踊りを実施した。 

また、外部団体と連携した「うじ Ｆａｒｍｅｒｓ Ｍａｒｋｅｔ」や各種マルシェイベントを

開催し、地域事業者の出店機会創出および施設のにぎわいづくりに取り組んだ。 

講座事業においては、学校団体を対象に宇治茶の歴史や文化、お茶づくりに関する講演を実施

した。 

茶体験プログラムでは、利用者ニーズに応じた内容の見直しを行い、茶摘み体験の実施期間延

長や、「茶臼から挽きたての抹茶とこだわりアイスで愉しむ体験」、「京都の和菓子作り体験」「書

道体験」等を試験的に導入し実施した。 

さらに、ＥＸＰＯ2025 大阪・関西万博の関西パビリオン京都ブースへの出展を行い、茶臼体

験や宇治茶体験を通じて、国内外に向けた宇治茶および茶づなのＰＲを実施し、より多くの方に

認知いただいた。 

【情報発信の取組結果について】 

１．デジタルメディアを活用した情報発信 

（１）ホームページ 

施設情報、体験プログラム、イベント情報等を一元的に発信し、年間を通じて安定したアク

セス数を維持した。 

（２）ＳＮＳ（Ｉｎｓｔａｇｒａｍ・Ｘ）運用 

ＩｎｓｔａｇｒａｍおよびＸを中心に運用し、体験参加者への投稿促進やストーリーズを活

用したリアルタイムでの情報発信を実施した。令和８年３月末時点でＩｎｓｔａｇｒａｍフォ

（単位：千円） 
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ロワー数４，８８３人、Ｘフォロワー数１，９３１人となり、継続的な情報発信による認知拡

大を図った。 

（３）ＯＴＡとの連携 

ＯＴＡ（オンライン旅行代理店）との連携を継続して実施し、国内外からの予約導線を確保し

た。特にインバウンド利用者の獲得に寄与しており、抹茶体験については年間を通じて予約が満

席となる日が多く見られた。 

２．雑誌・ＷＥＢ・メディア媒体への掲載 

（１）雑誌・紙媒体 

観光情報誌や地域情報誌への掲載を継続的に実施した。また、教育旅行誘致に向けた広告掲

載を行い、小中学校、高校および旅行代理店へのＰＲを実施した。 

（２）ＷＥＢ掲載 

観光関連ＷＥＢサイトや旅行関連メディアへの掲載を通じて情報発信を行った。多言語対応

の旅行関連サイト等にも掲載され、国内外への認知向上につながった。 

（３）テレビ・ラジオ・動画媒体 

テレビ番組、ラジオ、動画媒体等への出演・掲載を通じて施設のＰＲを実施した。抹茶体験

や茶摘み体験等について取材を受け、施設の魅力発信に努めた。 

３．ポスター・チラシ等による告知活動 

JR 奈良線主要駅へのポスター掲示を継続して実施した。また、宇治市広報板や教育機関等へ

の配布を通じて、地域密着型の広報活動を行った。 

４．営業活動・団体連携による広報 

旅行代理店や観光関連団体との連携を継続し、教育旅行および団体利用の誘致に取り組ん

だ。また、ＥＸＰＯ2025 大阪・関西万博への出展を通じて、宇治茶および本施設の魅力を国内

外へ発信した。 

５．自主イベントに伴う広報・プロモーション 

お茶摘み体験をはじめとした季節イベントについて、プレスリリース配信やメディア掲載等

を活用した情報発信を実施した。また、地域住民向けイベントについては、宇治市政だよりや

公式ＬＩＮＥ等を活用して周知を行った。 

これらの取組により、体験参加者数の増加や教育旅行・団体利用の促進につながった。 

【管理運営体制等について】 

＜運営業務＞ 

以下の職員を日々の繁閑に応じて柔軟に増減させ対応した。 

正社員３名 臨時職員３４名 計３７名 

 

【地域との連携、市民参画の結果について】 

地域との連携強化および市民参画の促進を目的として、関係団体や地元事業者との協働によ

る事業運営に取り組んだ。 

体験事業においては、茶農家や関係団体と連携し、宇治茶の魅力を伝えるプログラムを実施し

た。また、講座事業においても、茶業関係者や教育機関と連携し、宇治茶文化や歴史に関する講
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座を実施した。 

自主事業として実施した「茶づなｄｅマルシェ」では、地域事業者と連携したイベント運営を

継続的に実施した。 

また、「なびかーど」事業を通じて、商店街等と連携した情報発信を行うとともに、来訪者へ

の周辺店舗案内等、周遊促進に取り組んだ。 

【トラブル対応、防犯、防災対策について】 

来館者が安心して利用できる施設環境の確保を目的として、トラブルの未然防止および迅速

な対応体制の構築に努めた。 

トラブル対応については、年間を通じて重大な事故等は発生せず、日常的な接客対応の中で利

用者の意見や要望を把握し、その場での対応および必要に応じた運営改善を行うことで、安定し

た施設運営に努めた。 

防犯対策としては、館内外の不定期巡回を実施するとともに、防犯カメラによる監視および夜

間の機械警備を継続し、不審行為や施設破損の抑止に取り組んだ。また、屋外空間における利用

マナーについても、関係機関と連携しながら対応を行った。 

防災面においては、消防署の協力のもと消防訓練を実施し、初動対応や避難誘導の確認を行う

とともに、職員の防災意識の向上に努めた。加えて、日常業務においても安全確認や危険箇所の

点検を行い、事故の未然防止に取り組んだ。 

【利用者要望の把握状況及び実施策について】 

利用者ニーズの的確な把握とサービス向上を目的として、館内アンケート、受付時の聞き取

り、ＯＴＡ（オンライン旅行代理店）やＷＥＢサイト上の口コミ等を活用し、利用者意見の収集

に取り組んだ。 

特に、インバウンド利用者の増加に伴い、オンライン上の口コミや評価についても確認を行

い、運営改善に活用した。 

収集した要望に対しては、外国人利用者からの案内表示に関する意見を踏まえ、多言語での案

内強化やスタッフによる補足説明を実施した。また、体験運営や館内利用環境に関する意見につ

いても、必要に応じて運営方法の見直しや設備調整を行った。 

さらに、接客対応や館内動線に関する意見については、スタッフ間で情報共有を行い、日々の

ミーティング等を通じて対応改善に取り組んだ。 

館内アンケート結果については、利用者満足度や要望内容等の集計を行い、施設運営改善に活

用している。 

【サービス向上取組内容について】 

来館者満足度の向上を目的として、接客対応の強化および運営体制の改善に取り組んだ。 

接客面においては、「おもてなし」研修や接遇研修、観光案内研修を継続的に実施し、スタッ

フ一人ひとりの対応力向上を図った。特にインバウンド利用者の増加に対応するため、英語での

案内や体験サポートの強化を行い、多様な利用者に対して円滑なサービス提供を実現した。 

また、体験事業においては、参加者の満足度向上を図るため、運営方法や説明内容の見直しを

継続的に行うとともに、団体利用の増加に対応した運営体制の整備を進めた。これにより、円滑

な受入と高い評価の維持につながった。 

施設運営面では、スタッフ間の情報共有や日々のミーティングを通じて、利用者要望や運営課

題の共有を行い、迅速な改善に取り組んだ。また、動線の見直しや案内方法の工夫により、混雑

4



時においてもスムーズな利用環境の確保に努めた。 

さらに、体験参加者への声かけによるＳＮＳ投稿促進や、利用者とのコミュニケーション強化

により、満足度の向上と再来訪意欲の醸成を図った。 

【経費縮減・収支改善に関する具体的な方策と結果について】 

効率的な施設運営と収益性の向上を目的として、経費縮減および収支改善に取り組んだ。 

日常業務の見直しと職員のマルチジョブ化を推進し、業務の効率化と人件費の最適化を図っ

た。あわせて、日々のミーティングや教育を通じて職員のコスト意識の共有を行うとともに、館

内の電力使用管理や資源の有効活用等により、継続的な経費削減に取り組んだ。 

収支改善においては、ＯＴＡ（オンライン旅行代理店）を活用した事前予約および事前決済を

継続して実施し、運営効率化および安定した収入確保に努めた。 

さらに、体験事業とミュージアム利用を組み合わせた案内や、ミュージアムショップにおける

商品展開の見直し等を行い、利用促進に取り組んだ。 

【個人情報保護措置と実施状況について】 

個人情報の取扱いについては、関係法令および社内の個人情報保護規定に基づき、取得・利

用・保管・廃棄の各段階において適正な管理を実施した。 

また、職員に対しては入社時および定期的な研修を通じて個人情報保護の重要性を周知する

とともに、誓約書の提出を義務付けることで、意識向上および遵守徹底を図った。 

日常業務においては、予約情報や問い合わせ対応に伴う個人情報について、アクセス権限の管

理や適切な保管を行うとともに、不要となった情報の適切な廃棄を徹底した。また、定期的な運

用確認を実施し、管理状況の点検に努めた。 

【情報公開対応と実施状況について】 

関係法令および宇治市の条例等に基づき、適切な情報公開対応に努めた。 

施設の運営に関する情報について、利用規則、利用料金、営業時間、各種事業内容等をホーム

ページ等で広く公開し、利用者が必要な情報を容易に取得できる環境を整備した。また、体験事

業やイベント情報についても随時更新を行い、利用者への迅速かつ正確な情報提供に努めた。 

情報公開請求については、本年度に１件の請求があり、宇治市と連携のうえ適切に対応した。 

【その他】 

インバウンド利用者の増加に伴い、海外からの体験利用や団体利用が多く見られた。ＯＴＡ

（オンライン旅行代理店）等を活用した予約受付を継続して実施し、国内外からの利用促進に取

り組んだ。 

また、令和７年度に広場貸出に係る施設利用料金の誤徴収が判明した。条例解釈および運用確

認の不足により、一部利用料金に誤りが生じていたため、対象案件の確認および返金対応を進め

るとともに、再発防止に向けた運用マニュアルの整備、職員研修、ダブルチェック体制の強化等

を実施した。今後は、関係法令および条例に基づく適正な施設運営を徹底し、再発防止に努めて

いく。 
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（２）施設利用状況報告（令和７年度） 
 

【施設利用状況】１.入館（場）者数 

 
 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

来園者数  ７４，１３３ １３５，１６７ １０３，４７７ １９４，１１８ １５３，３２５ 

入館者数 ４５，１４２ ８５，３５７ ７６，９８８ １６１，７４９ １１６，０２０  

ミュージアム入館者数 ８，０８３ １１，６８７ １９，０１８ ４３，２７１ ５４，８６２ 

講座・体験プログラム参加者数 ２，６４２ ７，４０９ ９，７４５ ２０，５１５ ３２，４９８ 

ミュージアムショップ利用者数 １，４０２ ４，１２２ ６，４８８ １７，０１１ １７，２３０ 

喫茶・レストラン利用者数 ７，０７９ １２，２２０ １１，９９５ ３５，３３３ １７，７０６ 

駐車場利用台数 ６，２５３ １２，０４１ １２，１６８ ２４，３３３ １６，５２６ 

【施設利用状況】２.貸館状況  

 

 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

施設貸出 ８１ ２８８ ３０３ ４１３ ２０５ 

貸出利用者数 ９，２４８ ４３，３３６ １３，６０６ １２０，７８８ １５，９８７ 

 
 
 
 
 

 (単位：人／台) 

 (単位：件／人) 
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（単位：千円）

予定金額 実績 備考

47,608 47,608

66,164 40,201

32,360 127,064
講座・体験
ミュージアムショップ

その他

71,272
48,733
7,059

146,132 214,873

使用料・賃借料　　　 4,099

光熱水費　　　　　　9.3258,363

その他　　　　 　　10,84112,485

維持管理費　　 　　 26,426

体験・ｲﾍﾞﾝﾄ委託費　 55,704

その他(過年度分
誤徴収返還金)

846

SPC管理費          10,320

146,132 178,708

0 36,165

収入合計（Ａ）

支出合計（Ｂ）

収支（Ａ）－（Ｂ）

その他

0

10,320

38,201

25,575

10,320

お茶と宇治のまち歴史公園

市からの委託料

利用料金収入

その他

内容

（３）管理経費収支報告（令和７年度）

人件費

事務費

管理費

事業費

支
出

ミュージアム　　 　29,584
駐車場　　　　　 　 7,859
会議室　　　　　　  2,186
体験室・広場　　　  　572

72,036 60,465

24,947

82,976

収
入

0

施設名
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※事業＝公の施設において市が主催し指定管理者が実施する各種講座・講演会等

事業名 目的・内容 実施時期・回数

該当事業無し

（４）－１　事業実施状況報告（令和７年度）
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団体名　

（単位：千円）

市からの
委託料

参加費
（A)

講師
謝礼

材料費
等

その他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

予定額 0 0 0 0 0 0

実　績 0 0 0 0 0 0

※　各欄上段＝予定額、下段＝実績で記入する事

（４）－２　事業収支状況報告（令和７年度）

お茶と宇治のまち歴史公園

事業名

事業実施予算・決算等

参加人数と
一人あたり
参加費

収支
（A）-（B)

収入 支出(B)

計

該当事業無し
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